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１ ２０３０年の社会経済の展望

（１）日本の人口・経済
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日本の人口①
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図１ 2030年の人口ピラミッド 図２出生数の推移

図３合計特殊出生率



日本の人口②
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図４ 75歳以上人口の推移

図７認知症に関する予測図５平均寿命の推移

図６名目GDPと社会保障給付費の推移



日本の人口③
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図８ 75歳以上人口の将来推計

（出所） 総務省「国勢調査」、「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年4月推計）」によ
り作成。



日本経済
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図９民間機関の実質GDP長期予測 図10日本企業の期待成長率の推移
（今後5年間の実質GDP見通し）

図11世帯主の年齢別平均貯蓄率



１ ２０３０年の社会経済の展望

（２）高齢者の居住状態の将来推計
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高齢者の居住状態の将来推計①（実数）
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（出所） 国立社会保障・人口問題研究所「高齢者の居住状態の将来推計（2017年3月推計）」により作成。



高齢者の居住状態の将来推計②（構成比）
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（出所） 国立社会保障・人口問題研究所「高齢者の居住状態の将来推計（2017年3月推計）」により作成。



１ ２０３０年の社会経済の展望

（３）ライフスタイルの変化
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ライフスタイルの変化（働き方の新しい予兆）

働き方改革が始まった
二地域居住による兼業・兼居社会をつくる

教育 会社 会社 悠々自適

20歳 40歳 60歳

・人口ボーナス期 「豊かさ追求」価値観時代・・・・会社組織が合理的

20歳 40歳 60歳

・新しい価値観に合わせたライフスタイルの実現
・・・・会社での働き方を変える

自己雇用；起業
新しい会社の創出

兼業兼居

20歳 40歳 60歳

・人口オーナス期 ・・・・会社組織の不整合の勃発と弥縫策の連続

非正規雇用 定年延長雇用リストラ

（出所） 玉田 樹 「地方創生逆転の一打」ぎょうせい2017年2月 11



２ 高齢者の生活と意識に関する国際比較

（１）社会とのかかわり
－日本、アメリカ、ドイツ、スウェーデン
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①同居の家族以外に頼れる人
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13（出所） 内閣府「高齢者の生活と意識国際比較調査（第8回、2015年3月）」

Q あなたは、病気のときや、一人ではできない日常生活に必要な作業（電球
の交換や庭の手入れなど）が必要なとき、同居の家族以外に頼れる人が
いますか？

（複数回答）



②情報機器の利用状況
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14（出所） 内閣府「高齢者の生活と意識国際比較調査（第8回、2015年3月）」

Q あなたは、情報機器を使って、家族や友人と連絡をとったり、情報を探した
りしますか？

（複数回答）



２ 高齢者の生活と意識に関する国際比較

（２）住宅・生活環境
－日本、アメリカ
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①身体機能が低下した場合の住宅の住みやすさ
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（出所） 内閣府「高齢者の生活と意識国際比較調査（第8回、2015年3月）」により作成

Q もし、あなたの身体の機能が低下して、車いすや介助者が必要になった
場合、あなたの住宅は住みやすいですか？



②身体機能が低下した場合の住宅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

65～74歳(n=716)

75歳以上(n=389)

65～74歳(n=603)

75歳以上(n=400)

現在のまま、自宅に留まりたい 改築の上、自宅に留まりたい

子供の住宅へ引っ越したい 高齢者用住宅へ引っ越したい

老人ホームへ入居したい 病院に入院したい

その他 無回答

日

本

米

国

17
（出所） 内閣府「高齢者の生活と意識国際比較調査（第8回、2015年3月）」により作成

Q もし、あなたの身体の機能が低下して、車いすや介助者が必要になった場
合、自宅に留まりたいですか。それともどこかへ引っ越したいですか？



③地域の問題点
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（出所） 内閣府「高齢者の生活と意識国際比較調査（第8回、2015年3月）」により作成

Q あなたがお住まいの地域では、どのような問題を感じていますか？

（複数回答）



④外出するときの利用手段
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（出所） 内閣府「高齢者の生活と意識国際比較調査（第8回、2015年3月）」により作成

（複数回答）

Q あなたは、ふだん外出する時に何を利用しますか？



⑤外出するときに気になる点
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（出所） 内閣府「高齢者の生活と意識国際比較調査（第8回、2015年3月）」により作成

（複数回答）

Q あなたは、外出するにあたって不便に思ったり、気になったりすることがあり
ますか？



３．国土交通政策研究所における調査
研究の状況
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国土交通政策研究所の実証実験

○事業の概要
・健康講座、予防体操など、出歩ききっかけになるイベントを開催。イベント後に、買い物などの
立ち寄りも可能とする。

・自宅から会場までのスタッフによる付き添い・車両での輸送・現地での見守りと、買物品の配
送を支援

民間事業者による高齢者の外出促進
○背景・目的：

出歩きの機会と移動手段の提供による高齢者の外出不安の解消

○進捗状況：2017年10月に多摩ニュータウンで実証実験を実施
利用者へのヒアリング結果
・出歩きの支援があることで、積極的に外出しようと考える人が多い
・イベントだけでなく、参加者同士やスタッフなどとの会話を楽しめたとの感想も

移動支援のニーズについて住民アンケート実施→現在分析中
◯今後について：

アンケートやヒアリングの分析を踏まえ、外出促進のあり方について自治体等と検討


